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１ はじめに 

崇城大学では、グローバル技術者育成を目指し、平成22年度より15名に及ぶネイティブ教員による英

語教育施設(SILC)を立ち上げた。また同時にアクティブ・ラーニングのためのSelf-Access Learning 

Center (SALC)を設置して教員を配置し、独自の英語教育自律学修プログラムを構築してきた。当時の

全学学生数約3,500人の内、SALC利用者数は4年後の平成25年には、当初の12倍の約18,000人/年まで増

大し、学生の自律学修マインド醸成に貢献してきた。本事業では、このSALCで培った主体的に学修に

取り組む学生を育成するノウハウを全学への普及する為、次の取組を実施した。本学アクティブ・ラ

ーニング及び自律学修の拠点となるSALCを各学科及び全学向けに設置した。各SALCには、SILC/SALC

で用いている対話を通じて学生の主体的な学びを醸成する「学習アドバイジングスキル」に関する研

修を経た学科所属の教員と学生を、それぞれファカルティーデベロッパー（FDer）と学生ファシリテ

ーター（学生FC）として配置し、相互に連携し全学・学科SALCを活用した学生の自律学修を促した。

各基礎・専門科目で自律学修が可能なSALCアクティビティを開発し、その学習成果を成績に反映させ

た。各基礎・専門科目のシラバスに図書館との連携課題を記載し、図書館利用を促進させた。以上を

もって、学生の自律学修マインドを醸成し、かつ単位の実質化をはかるのが、本取組の目的である。 

実施体制は、学内に、教務部長・FD委員長・事務局長・教務課・総務課・図書課・広報課・FDerなど

からなるAP運営委員会を立ち上げ、事業を進行した。外部評価委員としては、多くの卒業生が就職し

ている地場企業「熊本防錆工業（株）」取締役会長（当時）の山﨑周一氏、及び九州地域大学教育改

善FD・SDネットワークから田中岳先生（現在、東京工業大学教育革新センター）に参画していただき、

事業評価を実施した。 
２ 成果 

本事業による各学科及び全学向けSALCができたことによって、学生のSALC利用者数・利用時間が、

平成26年度：76人・延べ111時間が、平成30年度：1,879人・延べ2,991時間と増大した。また、図書館

の利用者数も平成26年度（105,418人）が平成30年度（123,416人）に増大した。「学習アドバイジング

スキル」を身につけるための講習会である「FDer錬成会」と、各SALCの活動状況や課題を共有するた

めの「SALCネットの会」を教員と学生が共に参加する形で定期的に開催したことは、学修者目線で教

育を捉える機会となった。また、スキルの講習会を実施する神田外語大学へ教員を派遣して学内トレ

ーナーを養成し講習会を内製化したことは、FDerの教育及び「教員」の質の保証を確保する取組と言

える。このスキルを本学向けに整理・体系化した成果については今春公開予定である。本AP事業期間

中に平成28年熊本地震が発生し被災した建物の創造的復興に伴い設置した「アクティブ・ラーニング

教室（152名収容）」について、授業以外では、教員採用試験の現役合格を目指す自律学修サークル「教

職サークル」と現役教員との合同研修会を開催してきた。工業の教員を過去に輩出してきた本学にお

いて、本事業期間で3年連続して教員採用試験の理科における現役合格者を新たに輩出したことは、教

育学部がない本学において、学生が主体的に学んだ成果の一つと考えられる。 

３ 今後の展望 

社会人基礎力を評価する外部試験を活用し、「学生の主体的学びの達成度の指標」の明確化の試みを

継続し、評価・検証結果を踏まえ、PDCAサイクルを回していく予定である。全教科目へ導入した各学

生が学修の振り返りを行う「学修到達度ポートフォリオ」及び、本事業の成果を本学独自の教育改革

に発展させ、全学的な学士課程教育の実質化・質保証を継続的・組織的に目指していく所存である。 
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１ はじめに 

 宇都宮大学では，「新たな地域社会を創造する3C(Challenge・Change・Contribution)人材の養成―ア

クティブ・ラーニングの体系化と行動的知性学修評価システムの開発―」と題し，(1)アクティブラー

ニングの深化と拡充，(2)FDの推進による教員集団の一層の教授能力・資質の向上，(3)個々の授業科目

を越えた大学教育のカリキュラム・マネジメントの確立と学修到達度可視化システムの開発に取り組

んできた。 

 本報告では，これらの事業のうち(1)および(2)に関連する「学生発案型授業」の実践を取り上げる。

「学生発案型授業」は，学生自身の能動的な学びを促すとともに，「学生参画型FD」の一種としても

機能する可能性を持つものである。本学での「学生発案型授業」の実践を，授業に参画した学生と担

当教員が報告し，上記の可能性について議論する。 

 
２ 宇都宮大学の学生発案型授業「理想の授業」の特徴 

 宇都宮大学の学生発案型授業「宇大生の宇大生による宇大生のための理想の授業」（以下，「理想

の授業」）は次の特徴を持つ。 

まず，学生（SA）が主体的に授業のテーマ設定やシラバスの設計，さらには授業の実施に至るまで，

授業前の約1年間を学び合いと準備作業に費やしながら，教員と協働し授業全般に深く関与するという

ことである。これは他大学にける同種の授業と共通する点である。 

その一方で，「理想の授業」は他大学のものとは異なる特徴がある。それは，授業当日に学内教員や

外部ゲストを招聘することなく，授業準備を行ってきたSA自身が，授業テーマに沿った話題提供を行

い，受講生とともに学び合うという点である。すなわち，「理想の授業」に参加する学生は，学生と

いう同一の立場でありながら，授業進行を担う学生（SA）と受講生という二つの役割に分かれ，それ

ぞれの役割を果たすことを通じて（異なる役割を担う学生同士の相互作用を通じて）学びを深めてい

くことになる。 

 なお，上記の特徴を持つがゆえに，「理想の授業」においては，何らかの専門的な知識を習得する

ことは目的とせず，大学での学び方の修得や，社会の一員として私たちが暮らす社会で生起する様々

な問題に対して関心を深めていくことを目的としている。 

 本報告では，「理想の授業」に参画した学生が，ピアサポートやファシリテーションのスキル，「最

後までやり抜く力」等を高めることができたということを紹介する。同時に，学生自身の声を交えな

がら，「理想の授業」のような学生発案型授業が学生の能動的な学びをいかに促進するかということ

と，大学教育の改善にいかに寄与するかということについて報告する。 

 
３ 本報告の特徴 

 「理想の授業」に参画する学生は，本授業への参画のみならず，「学生FDサミット」への参加やラ

ーニング・コモンズ学生スタッフとしての活動など，大学教育の改善について学生の立場から能動的

な活動を行なっている。こうした諸活動に加わるために，学生はなぜ多大な時間と労力を大幅に割く

こととし，活動の結果どのような変化があったと自己認識しているのか，学生自身の率直な語りを聞

くことができる点に大きな特徴がある。 
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